
○タウントークはオンラインでも実施いたします。下記の
サイトか右側のQRコードから情報を取得してください。 

○次回のタウントーク 
２０２４年２月２８日 
１８：００（水） 

https://snc.chitose.ac.jp/snc/towntalk.html

○２０２3年度 
第４回タウントーク 
「アート×デジタルが  
地域に新たな賑わいを創出」 
＊日時：１２月１８日（月） 
1９時～２０時 
＊会場：ちとせまちライブラリー  
            オンライン同時開催 

＊曽我 聡起 
公立千歳科学技術大学 理工学部 
情報システム工学科 教授 
＊川名 典人  
公立千歳科学技術大学  
理工学部 客員教授 

- タウントーク担当 -

主催：　公立千歳科学技術大学・地域連携センター、PWC観光振興研究クラスター 

　２０２３年度第
４回タウントーク
のテーマは「アー
ト×デジタルが地域
に新たな賑わいを
創出」です。　 
　皆さんご存知で
しょうか。北海道
で元気な町の一
つ、東川町が取り
組んでいる町おこ
し。１９８５年に
「写真の町」を宣
言してから継続的
に街の魅力を写真
で 発 信 して い ま
す。 「 写 真 甲 子
園」という高校の
写真部・サークル
から募集の写真コ
ンテストも盛んで
す。最近では隈研
吾氏らと２０２６
年オープンを目指し
てデザインミュー

ジアムの準備を進
めており、アート
を用いた地域の賑
わい創出にさかん
に取り組んでいま
す。 

　現代アートは社
会的な課題をモ
チーフにすること
が 多 く な って お
り、単なる嗜好と
してのアートでは
なく、考える場を
提供する手段とし
て利用されるよう
になってきていま
す。本学の青木広
宙教授は美術家の
艾沢詳子氏とコラ
ボして、２０２３
年にアートとテク
ノロジーの融合を
図 る 展 示 、
「Platform/舞台」
を発表し、「アー

ト＆テクノロジー
東北２０２３」で
優秀賞を受賞しま
した。この展示で
は山田大揮氏が展
示空間や舞台効果
を担当しました。
この作品のテーマ
は「社会の分断と
人々の生活」であ
り、“見て楽しむ”
だけでなく“考えて
楽しむ”アート作品
としての実装が試
みられました。 
　今回のタウン
トークでは、これ
までの青木教授ら
の活動や、青木教
授と山田氏が1月に
千歳市民ギャラ
リーで開催する展
覧会「****のための
プロンプト」につ
いてお話を伺いま

す。お二人に加え
て美学研究者の山
田萌果氏をお迎え
し、展覧会のテー
マでもある「世の
中に存在する表現
が誰による表現な
のか」という視点
について考えてい
きます。さらに、
アート×デジタルを
切り口にしたアー
ト展の東川町の取
組みのような地域
の賑わいや、最近
話題のSTEAM教育
に果たす役割につ
いても考えていき
ます。 
　

写真：「PLATFORM/舞台」作品より

＊お問い合わせ 
n-kawana@photon.chitose.ac.jp

＊ゲストスピーカー 
◯青木広宙 氏 
　公立千歳科学技術大学 
　電子光工学科 教授 
◯山田 大揮 氏 
　インストーラー、テクニカル・ 
　コーディネーター、アーティスト  
◯山田 萌果 氏 
北海学園開発研究所嘱託研究員 
博士（文学）
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” アート×デジタルが 
          地域に新たな賑わいを創出 ”


